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微気圧計の振動実験

Shaking table tests on seismic response of microbarograph
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　微気圧計は大きい地震でも振り切れることなく設置した場所周辺の地面の振動を計測でき、地震計を補完で

きる可能性があると、これまで研究されてきた。地震時に微気圧計で観測される圧力変化は気圧計が上下する

ことによる気圧の高度変化の影響と地震動が地面を揺らすことで励起される大気の振動（動圧）や、気圧計が

揺すられることによる振動（機械応答）も含まれると考えられてきた。 

 

 

　広帯域加速度計と微気圧計を用いてMj=3.7深さ5.2kmの地震を20km離れた地点で計測した事例では、圧力

変化は上下動による気圧の高度変化よりはるかに大きく、揺れ始めは加速度波形と関係があるように見え

た。そこで、地震により観測される気圧変化の原因を明らかにするため、地震を計測した時の広帯域加速度計

と微気圧計を振動台に載せて鉛直方向と水平方向に振動させる実験を行った。なお、微気圧計の空気取り入れ

口(ポート)に配管する際に機械的な衝撃や継手を締め付ける際のオーバートルクで内部のメカニズムを壊して

しまわないようにダンパーとしてコイル状の継手付きチューブがついている。実験では、チューブを固定して

チューブの振動の影響を排除し、ポートに金属で蓋をして外部から空気が流入しない状況をつくり機械応答を

調べた。本発表では様々に条件を変えて行った振動実験の結果を報告する。 
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